
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ３１５３回例会     令和 7 年 11 月 27 日 

≪司会≫ 薮崎 忍 君 

≪合唱≫ 手に手つないで 

≪ソングリーダー≫  武 慎一君 

≪ゲスト≫ ロータリー財団委員会補助金小委員会 委員  

鈴木浩明様（富士宮 RC） 

≪ビジター≫ なし 

≪本日のお祝い≫ 

・お誕生日  該当者なし 

・結婚記念日 該当者なし 

 

≪会⻑挨拶要旨≫ 森下登志美 会⻑ 

本日はクラブフォーラムとして、 ロータリー財団委員会

補助金小委員委員で富士宮ロータリークラブ会員の鈴木

浩明様から「ロータリー財団について・・そしてご縁に

より結ばれたロータリー財団」と題してお話をいただき

ます。鈴木様、後ほどよろしくお願いいたします。 

⽉初の会⻑挨拶でも申し上げましたが、今⽉のロータリ

ー特別月間は「ロータリー財団月間」です。 

ロータリー財団は、1917 年にアーチ・C・クルンフの

「世界でよいことをしよう」との発案で創設されまし

た。この言葉通り、ロータリー財団は発展を続け、ロー

タリーの奉仕活動の基礎を形成しています。ロータリー

財団へのご寄付は、シェアシステムと呼ばれる仕組みを

通じて、人道的プロジェクト、奨学金、職業研修チーム

の活動を支える補助金に生まれ変わり、ロータリアンが

貧困、識字、飢餓などの問題に持続可能な方法で取り組

むことを可能とします。時間と資金、そして職業人とし

ての経験と知識を生かして奉仕活動をするロータリアン

の世界的ネットワークを通じて、ポリオの撲滅や平和の

推進といったロータリーの優先活動のために有効に活用

されています。 

また、財団の補助金は、徹底した資金管理、慈善団体と

しての高い評価、独自の資金モデルは、ロータリー財団

が皆さまのご寄付を大切にしていることを物語っていま

す。 

今日は鈴木様のお話をお聞きし、会員の皆さまの財団へ

の理解が深まることを期待しています。 

 

≪来賓卓話（又は会員卓話）≫ 

演題 

「ロータリー財団について・・ 

そしてご縁により結ばれたロ  

ータリー財団」 

所属 ロータリー財団委員会 

役職 補助金小委員会 委員 

氏名 鈴木浩明様 

 

 

≪卓話サマリー≫ 

1. プロフィール 

建設省の大学校訓練所時代は全寮制の４年間で理不尽

の連続、この経験がグローバル補助金に繋がった。先

輩方から指名されポリオ事業の報告会に参加、サンパ

ウロの日本人街のリベルダーレ RCの会⻑が先輩の友

人である等色々なことが繋がり、報告会を無事に終

え、帰国後もつぎの事業へ取組む。言葉の壁もあった

がストリートチルドレンの問題に対する職業支援、盲

者のケアなどへ補助金を使った事業が年次報告で最優

秀に評価された。様々な縁があってできたこと。 

2. グローバル補助金・ロータリー財団の成り立ち 

諸々の社会奉仕には基金をつくることが適切。１/３

はポリオ、１/３はグローバル補助金、１/３はその

他。ウクライナ、中東の戦争があり、目標達成は難し

いが貧困に対応していく事が大切。           



3. ７つの重点分野 

グローバル補助金の活用はこの中の一つに当てはまる

事業である必要がある。ロータリー平和センターはキ

リスト教大学が指定校になっており教育が受けられる

がレベルがかなり高いのが現状。ロータリー財団の最

優先プログラムはエンドポリオ活動。ポリオの症状と

現状を説明。１日も早い撲滅が求められている。 

私たちにできることとして、寄付、ロータリーカード

の利用、会社 deワクチン、古着 deワクチン、ポリオ

プラス・ソサエティへの参加など。 

4. 補助金プログラムの紹介 

他 RC が行っているプログラム、シェアシステム（３

年前の寄付が使えるようになる）等。現在は円安の影

響を受けている。PR を通じて多くの寄付を募りたい

ご理解ご協力をお願いします。 

≪所感≫ 

ロータリー財団やエンドポリオ活動の成り立ちを解説い

ただき、理解が深まりました。またロータリークラブに

限らず様々な団体や個人間で生まれた縁と、献身的な挑

戦がその後の大きな成果へ繋がることが、自分への励み

となりました。 

 

≪スマイル報告≫ 

⼾塚敦雄君 大口 

国際ロータリー第 2620 地区ロータリー財団委員会の鈴木

浩明委員を卓話者にお迎えしたことを感謝しスマイル。 

生形秀之君 大口 

いす-１GP静岡大会とキックバイクレースを 11/30リバ

ティリゾート久能山にて開催、明日の静岡新聞に大きく

掲載されることのお知らせを合わせてスマイル。 

高柳正雄君 

結婚記念祝いのお礼。５１回目を娘夫婦と祝いました。 

伊藤洋一郎君 

何もない毎日にいいことがありますようにとスマイル。 

北川言君 

10 番テーブル懇親会、皆さまと森下会⻑に参加のお礼。

会費の一部からスマイル。由利 

由利和士君 

10 番テーブル会の開催、ヒツジ年の両幹事、忙しい中ご参

加いただいた森下会⻑、皆さまへ感謝のスマイル。 

稲森敦子君 

８番テーブル飲みと、設営の中島会員へのお礼。自社のギ

フトチラシの案内と共にスマイル。 

鍋田 知佐人君  

会員増強に向けたアピール。現場を変革し成果を出す実

⾏⼒のある森下会⻑への期待を込めてのスマイル。 

≪出席報告≫ 

  

 

 会員数  出席 欠席 ＭＵ 

11/27 58（46） 

  

― 

11/13 58（45） 44 9 5 

11/6 58（45） 43 11 4 

（会報作成 北川 言） 

 


